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やアクセプタンス＆コミットメント・セラピー（ Acceptance and Commitment Therapy：
以下 ACT）といった心理的介入と、疼痛緩和のために用いる 経皮的電気神経刺激
















提示、② ACT の実施、③前腕に TENS の電極パッドを貼り刺激を提示）を行った。各条
件ともに、寒冷刺激の提示を始めてから 30 秒後に介入を開始した。寒冷刺激の提示中
は、光トポグラフィ装置（日立メディコ社 ETG-7100）を使用した脳機能計測と、 15
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